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推進に向けた取組
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実証経営体
（所在する
市町村）

品目 トルコギキョウ キャベツ、ハクサイ ぶどう

取組概要 閉鎖型育苗、薄膜水耕システムにより、
ハウス３棟で年間９回の出荷を達成。

発蕾から収穫までの有効積算温度を
算出。日平均気温を制御して収穫期
間を調整、計画的に出荷。

（株）いわき花匠
（いわき市）

（株）吉野家ファーム福島
（白河市）

直進オートトラクタにより耕起・整地作
業の30％削減。
上記のほか、ICTキャベツ収穫機やリ
モコン草刈機、農薬散布用ドローンを
導入し、キャベツの作期全体の労働時
間を約30％削減。

薄膜水耕と閉鎖型育苗

（一社）とみおかワインドメーヌ
（富岡町）

無人走行型のロボット草刈機の導入に
より、除草作業時間の労働時間を75％
削減。
7月～11月に常時稼働し、雑草が伸び
ていない状態を維持。

ハウス３棟年９回出荷（濃色部が出荷期間）

直進オートトラクタ

ICTキャベツ収穫機 リモコン草刈機

ロボット草刈機

雑草が伸びていない状態を維持有効積算温度の算出による収穫期間の調整

福島県の取組事例②
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